
平成２４年度塩竈市水道事業会計予算

（総    則）
第１条  平成２４年度塩竈市水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）
第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

（１）給水戸数 25,993 戸
（２）年間総給水量 7,362,841 ㎥
（３）一日平均給水量 20,172 ㎥
（４）主要な建設改良事業

第６次配水管整備事業 34,000 千円

（収益的収入及び支出）
第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

第１款 水道事業収益 1,711,020 千円
第１項 営業収益 1,582,413 千円
第２項 営業外収益 128,407 千円
第３項 特別利益 200 千円

第１款 水道事業費用 1,652,581 千円
第１項 営業費用 1,332,359 千円
第２項 営業外費用 308,722 千円
第３項 特別損失 1,500 千円
第４項 予備費 10,000 千円

（資本的収入及び支出）

第４条

第１款 資本的収入 70,532 千円
第１項 企業債 27,000 千円
第２項 負担金 1,010 千円
第３項 出資金 5,046 千円
第４項 開発負担金 2,466 千円
第５項 固定資産売却代金 10 千円
第６項 長期貸付金回収金 35,000 千円

第１款 資本的支出 482,578 千円
第１項 水道改良費 30,296 千円
第２項 第６次配水管整備事業費 34,000 千円
第３項 災害復旧事業費 8,282 千円
第４項 企業債償還金 400,000 千円
第５項 予備費 10,000 千円

支                              出

収                             入

支                              出

収                             入

資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支

出額に対し不足する額４１２，０４６千円は、当年度分損益勘定留保資金３２４，１８０

千円、減債積立金８４，９９３千円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調

整額２，８７３千円で補てんするものとする）。



(債務負担行為）
第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。

事　　　　　　　　項 期　　　　　間

千円

（企業債）
第６条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

起 債 の 目 的 限度額 起債の方法 利　　率 償　還　の　方　法

千円
第６次配水管整備 27,000 証書借入
事業費 又　は

証券発行

（一時借入金）
第７条 一時借入金の限度額は、１００，０００千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）
第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

（１）第１款水道事業費用のうち、第１項営業費用、第２項営業外費用、第３項特別

     損失に係る予算額に過不足を生じた場合における項間の流用

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第９条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、

又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なけれ

ばならない。

（１）職員給与費 ３５３，２７０ 千円

（２）交際費 ５０ 千円

（たな卸資産購入限度額）
第１０条 たな卸資産の購入限度額は、２，２６８千円と定める。

                平成 ２４ 年 ２ 月 ２３ 日提出

塩竈市長   佐　藤　　　昭

給水装置（改造）資金融資に伴う損失補償（平成24年度分）

給水装置（改造）資金融資に伴う利子補給（平成24年度分）

５．０%以内（ただし、
利率見直し方式で
借り入れる資金につ
いて、利率の見直し
を行った後において
は見直し後の利率）

起債年度から措置期間を含め
３０年以内に元利均等償還又
は元金均等償還により償還す
る。ただし融資条件又は、財政
の都合により償還年限を短縮
し若しくは低利債に借換えるこ
とができる。
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105平成25年度から平成2７年度

平成25年度から平成2７年度

限　　度　　額

超短波無線電話設備機器賃貸借

公用車両賃借

施設整備計画策定業務委託

平成25年度から平成29年度

平成25年度

平成25年度から平成29年度

7,038

1,995

19,600


